










































































































1931 (昭和 6)年:中学校教授要目改正= i要目③j
1937 (昭和12)年:中学校教授要呂中改正= i要目④J
1943 (昭和18)年:中学校教科教授及修練指導要自= 1要目⑤J
1947 (昭和22)年:学習指導要領国語科編(試案) = IS22版j
1951 (昭和26)年:中学校・高等学校学習指導要領国語科編(試案)= IS26版J










































































































































































































































































3.文部科学劣編 (2010)r高等学校学習指導要領解説 留詑編j教育出版、 p.64
4. 野村荷斎{古典の魅力J(防庁編i盟諸総合j大修館害賠)、犬養孝「言霊Jcr国語総合j桐原警j苫)など。




6. なおこのとき、 1語文学史jも Iml語講読jの一内容として採り!こげられることになっている。






















講読[解釈jの項)J とあり、[古文J も 11主IM~J として扱われていたことが法令の文言上からもわかる。
12. 玉井主主助「現代文教授の着眼点JfI盟諸教育j第10巻第9号、 1925(大正14)年9月 1EI、p.28
13.堀江与一「現代文教授j向上、 p.40
14. 32年版、 35年版は単元名が「エッセイの味わいjに変吏されている。
15. 秀英出版は昭和28~34年使用、好学社は昭和27~28il三使用、大修館書自はl昭和28~:34年、 32~37年、
35~37年使用。
16. 向上藤井編、 pp.27-28
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